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１ 

新年明けまして、おめでとうございます。 

保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、穏やかな新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

旧年中は、大変お世話になりました。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 学校に、また子供たちの明るい笑顔や歓声が戻ってきました。冬休み中に大きな事故等がなく、子

供たちが元気に集まって、３学期の始業式を迎えることができ、とても嬉しく思います。３学期の始

業式も努力の大切さについてお話しました。以下は、ある１年生の女の子の作文です。今年もできな

かったことができるようになるよう全力で指導します。 

ど力のつぼ                        

「お母さん、ど力のつぼのはなし、またして。」 

「ウンいいよ。こんどはなあに。」 

「さかあがり」 

「あらあら、まだいっぱいになっていなかったのね。ずいぶん大きいね。」 

と、いいながら、お母さんは、いすをひいて、わたしの前にすわりました。 

そして、もうなん回もしてくれた、「ど力のつぼ」のはなしをまた、ゆっくりとはじめました。 

 それはこんなおはなしです。 

 人がなにかをはじめようとか、いままでできなかったことをやろうと思ったとき、かみさまから

「ど力のつぼ」をもらいます。そのつぼには、いろいろな大きさがあって、人によって、ときには

大きいのやら、小さいのやらいろいろあります。そしてそのつぼは、その人には見えないのです。

でも、その人がつぼの中に、いっしょうけんめい「ど力」を入れていくと、それがすこしずつたま

って、いつか「ど力」があふれるとき、つぼの大きさがわかる、というのです。だからやすまずに

つぼの中にど力を入れていけば、いつか、かならずできるときがくるのです。 

 わたしは、このはなしが大すきです。ようちえんのときはじめてお母さんからききました。その

ときは、「よこばしご」のれんしゅうをしているときでした。 

 それからも、「一りん車」「てつぼうのまえまわり」「とびばこ」「竹うま」。なんでもがんばってや

っているとき、お母さんにたのんで、このはなしをしてもらいます。くじけそうになるときでも、

このはなしをきいていると、心の中に大きなつぼが見えてくるような気がします。そして、わたし

の「ど力」がもうすこしであふれそうに見えるのです。だから、またがんばる気もちになれます。 

 お母さんのいうとおり、この「さかあがり」のつぼは、ずい分大きいみたいです。「さかあがり」

をはじめてから、もう二回もこのはなしをしてもらいました。でも、こんどこそ、あとすこしで、

あふれそうな気がします。だから、あしたからまたがんばろうと思います。 

 お母さんは、「つぼが大きいとたいへんだけど、中みがいっぱいあるから、あなたのためになるの

よ。」と、いってくれるけど、こんど、かみさまからもらうときには、もうすこし小さなつぼがいい

なあと思います。 

出典：東京子ども教育センター教室 (編集) ．子どもを変えた親の一言作文 25選 (教室で読み聞かせ:子どもの作文珠玉集 1)．

明治図書出版，1998/1/1，113ｐ 

 

 

 

本日は３学期の始業式でした。 

校長講話の中で「努力のつぼ」という 

『朝日作文コンクール 子どもを変えた親の一言 作文２５選』（明治図書）に 

掲載されている作文を紹介し、お話をしました。 


